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要旨　放射線治療時における誤照射防止のために，治療計画装置とは独立にMU値を計算するプログラムを，Excelを用いて作成した．線形加速器Clinac 2100 C/Dの4 MVと10 MV X線について取得したコリメータ散乱係数Sc（ミニファントムとビルドアップキャップで測定）とファントム散乱係数Sp（ScとSc,pの測定値より算出）を用いて計算し，Scの矩形照射野から等価正方形照射野への換算にはコリメータ反転効果を考慮している．このプログラムで計算したときの，ミニファントムとビルドアップキャップを用いた場合のScの違い，MLC照射野サイズを一定としコリメータ照射野サイズを変えたときのMU値の変化，またそのときに治療計画装置（FOCUS Ver.3.0）で計算したMU値との比較によって，プログラムの精度を検証した．
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1．はじめに
　従来のX線エネルギースペクトルは，連続成分に特性X線が加わったものになる1, 2)．X線CT装置においても同様であり3～6)，連続X線を用いると
同一の被写体でも，その厚さによってCT値が異なる．数学的処理で補正することができるが7)，その影響によって･･･

2．方　法
2-1　ファントム撮像
　使用したMR装置は，MAGNETOM Visionで，標準のヘッドコイルを利用した．ファントムを用いて，脂肪抑制併用3D-VIBE法により撮像した．･･･

2-2　データ解析
　グラジエントエコーを利用した撮像において，画像の信号強度Sは次式のように表せる･･･

3．結　果
　各ファントムを撮像した画像をFig. 1に示す．画像の信号強度をTable 1に示す．これらは･･･

（a）         （b）         （c）





Fig. 1　各ファントムを3D FSPGR法で撮像した画像．（a）プロトン密度強調画像，（b）T1強調画像，（c）T2強調画像．
4．考　察
　今回用いたミニファントムは，測定深が10 cmと深く，混入電子が検出器まで･･･

5．結　論
　膝関節海綿骨の骨梁構造を解析した結果，構造パラメータのうち妥当性が示された．･･･
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